
指示があるまで開いてはいけません。 

試験問題の内容及び解答についての質問には応じられません。 

 

令和４年度神奈川県ふぐ包丁師試験問題 
 
 
 
 

（解答方法） 

１ この問題用紙とは別に解答用紙が１枚ありますので、解答は必ず解

答用紙に記入してください。 

２ 解答用紙の[記入上の注意]をよくお読みください。 

３ 解答用紙に氏名、フリガナ、受験番号を正しく記入し、受験番号の

マークも忘れずにしてください。 

４ 解答は、B 又は HB の鉛筆（シャープペンシルの場合は、なるべく

芯の太いもの）を使用し、マークを訂正する場合は、プラスチック消

しゴムで完全に消してから、マークし直してください。 
(解答方法の例) 
[ 問  題 ]                          
問１ 次の文章のうち、正しいものには１を、誤っているものには２を選んで、その番号をマー

クしなさい。 
    １ 東京都の都庁所在地は、横浜市です。 
    ２ 富士山は世界遺産に登録されました。 
[ 解答用紙 ] 
 （良い例）             （悪い例） 

    線の中をきれいにぬりつぶす       １ うすい  １   はみだし   １  横棒 
     小さい  １  丸で囲む  等 

問

１ 
１

２ 

１  ２  ３  ４  ５ 

１  ２  ３  ４  ５ 

５ 途中退出する場合は、試験監督者が解答用紙を回収するので、挙手して

お待ちください。 
６ 問題用紙は持ち帰ってください。 
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[公  衆  衛  生 ] 
 

問 １  次 の 表 は 、 食 中 毒 と そ の 病 因 物 質 の 特 徴 及 び 主 な 原 因 食 品

に つ い て 記 載 し た も の で す 。 設 問 番 号 ご と に 正 し い も の に は

１ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な

さ い 。  

 

設 問  

番 号  
食 中 毒  病 因 物 質 の 特 徴  

主 な  

原 因 食 品  

１  
リ ス テ リ ア  

食 中 毒  

寄 生 虫 （ 粘 液 胞 子 虫 ） の

一 種 で あ る 。  

ナ チ ュ ラ ル  

チ ー ズ  

２  
黄 色 ブ ド ウ 球 菌  

食 中 毒  

ヒ ト の 鼻 腔 や 化 膿
か の う

巣
そ う

に  

存 在 す る 。  

お に ぎ り 、  

寿 司  

３  
腸 管 出 血 性 大 腸 菌  

食 中 毒  
ベ ロ 毒 素 を 産 生 す る 。  

加 熱 不 十 分

な 食 肉  

４  
ボ ツ リ ヌ ス 菌  

食 中 毒  
芽 胞 を 形 成 す る 。  い ず し  

５  
ク ド ア ・ セ プ テ ン プ

ン ク タ ー タ 食 中 毒  

冷 凍 ( - 2 0℃ で ４ 時 間 以 上 )

で は 病 原 性 を 失 わ な い 。  

ヒ ラ メ の  

刺 身  

 

 

問 ２  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  ア オ ブ ダ イ や ハ コ フ グ は 、 パ リ ト キ シ ン 様 毒 を 含 む こ と が

あ り 、 主 な 中 毒 症 状 に は 、 筋 肉 痛 が あ る 。  

  

２  赤 身 魚 で ヒ ス タ ミ ン が 生 成 す る 過 程 に は 、 ヒ ス タ ミ ン 産 生 菌

と こ の 細 菌 が 持 つ 酵 素 が 関 与 す る た め 、 ヒ ス タ ミ ン 食 中 毒 の 予

防 に は 、 漁 獲 直 後 か ら の 一 貫 し た 温 度 管 理 が 重 要 で あ る 。  

 

３  バ ラ フ エ ダ イ や イ シ ガ キ ダ イ は 、 シ ガ テ ラ 毒 を 含 む こ と が あ

り 、 主 な 中 毒 症 状 に は 、 神 経 症 状 で あ る 温 度 感 覚 異 常 が あ る 。  

  

４  有 毒 プ ラ ン ク ト ン を 取 り 込 む こ と で 毒 化 し た 二 枚 貝 が も つ 下

痢 性 貝 毒 の 毒 素 は 、 主 に 唾 液 腺 に 濃 縮 さ れ る の で 、 こ の 器 官 を

除 去 す る こ と が 食 中 毒 の 予 防 策 と な る 。  

 ５  バ ラ ム ツ や ア ブ ラ ソ コ ム ツ は 、 肝 臓 に 多 量 の ワ ッ ク ス を 含

む た め 、 下 痢 を 特 徴 と す る 食 中 毒 を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。  
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問 ３  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  水 道 法 に 基 づ き 規 定 さ れ て い る 水 道 水 の 水 質 基 準 に お い て 、

大 腸 菌 の 基 準 は 、 「 検 出 さ れ な い こ と 」 で あ る 。  

  

２  水 道 水 は 、 味 及 び 臭 気 に 異 常 が あ っ た 場 合 で も 、 残 留 塩 素 の

値 が 水 質 管 理 の 目 標 値 を 満 た し て い れ ば 、 水 道 水 の 水 質 基 準 に

適 合 し た も の と し て 扱 う 。  

 

 ３  ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム の オ ー シ ス ト は 、 加 熱 や 紫 外 線 に 対

し て 、 強 い 抵 抗 性 を 示 す 。  

 

４  日 本 脳 炎 や マ ラ リ ア は 、 蚊 が 媒 介 す る 感 染 症 で あ る 。  

 

 ５  ゴ キ ブ リ は 、 ヒ ト に 不 快 感 を 与 え る 害 虫 で あ る が 、 病 原 体

の 運 搬 や 食 品 の 汚 染 に は 関 与 し な い 。  

 

 

問 ４  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  デ ン グ 熱 は 、 ダ ニ が 媒 介 す る 感 染 症 で あ り 、「 感 染 症 の 予 防

及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 」 に お い て 、 一 類

感 染 症 と 定 め ら れ て い る 。  

  

２  腸 管 出 血 性 大 腸 菌 感 染 症 の 患 者 と な っ た 場 合 、 「 感 染 症 の 予

防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 」 に よ り 、 病 原

体 を 保 有 し な く な る ま で の 期 間 、 飲 食 物 に 直 接 接 触 す る 業 務 へ

の 就 業 が 制 限 さ れ る 。  

 

 ３  結 核 は 、 Ｍ Ｒ ワ ク チ ン の 普 及 や 生 活 水 準 の 向 上 な ど に よ り

感 染 者 数 が 激 減 し 、 令 和 ２ 年 に 新 た に 結 核 患 者 と し て 登 録 さ

れ た 者 の 数 は 1, 0 0 0 人 を 下 回 っ て い る 。  

  

４  我 が 国 に お け る 令 和 ２ 年 の 死 因 別 順 位 は 、 第 １ 位 が 悪 性 新 生

物 （ 腫 瘍 ）、 第 ２ 位 が 老 衰 、 第 ３ 位 が 脳 血 管 疾 患 で あ る 。  

   

 ５  厚 生 労 働 省 が 推 進 す る 「 二 十 一 世 紀 に お け る 第 二 次 国 民 健

康 づ く り 運 動 （ 健 康 日 本 21（ 第 二 次 ））」 で は 、 日 常 生 活 に お

け る 歩 数 や 成 人 の 喫 煙 率 に つ い て 、 具 体 的 な 目 標 値 が 示 さ れ

て い る 。  
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問 ５  次 の 記 述 と 最 も 関 係 の あ る 語 句 を 下 欄 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

  

 １  長 期 間 の 摂 取 に よ り 、 腎 機 能 障 害 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ

り 、 イ タ イ イ タ イ 病 の 発 症 原 因 と さ れ て い る 。  

   

 ２  シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 の 原 因 物 質 の 一 つ で あ り 、 暴 露 さ れ る

と 、 目 へ の 刺 激 や 咳 な ど の 症 状 を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。  

  

 ３  ご み 焼 却 の ほ か 、 タ バ コ の 煙 や 自 動 車 の 排 気 ガ ス な ど さ ま

ざ ま な 発 生 源 が あ り 、 発 が ん 性 や 胎 児 へ の 影 響 が 問 題 視 さ れ

て い る 。  

   

 ４  水 俣 病 の 原 因 物 質 で あ り 、 妊 婦 が 摂 取 す る と 、 胎 児 に 中 枢

神 経 障 害 が あ ら わ れ る こ と が あ る 。  

  

 ５  さ ま ざ ま な 建 築 材 料 に 使 用 さ れ て お り 、 吸 引 す る と 、 長 い

年 月 を 経 て 、 肺 線 維 症 や 悪 性 中 皮 腫 な ど を 発 症 す る 可 能 性 が

あ る 。  

 

 下 欄  

 

   

 

 

 

 

  

１  メ チ ル 水 銀   ２  カ ド ミ ウ ム   ３  ア ス ベ ス ト  

 

４  ホ ル ム ア ル デ ヒ ド   ５  ダ イ オ キ シ ン  
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[栄養及び調理理論 ] 
 

問 １  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  コ レ ス テ ロ ー ル は 、 ビ タ ミ ン Ａ や 胆 汁 酸 の 材 料 で あ り 、 ヒ ト

の 身 体 活 動 の た め の エ ネ ル ギ ー 源 と し て 利 用 さ れ る 。  

                           

２  基 礎 代 謝 基 準 値 （ kc a l／ k g 体 重 ／ 日 ） は 、 男 女 と も に １ ～

２ 歳 が 最 も 大 き く 、 加 齢 に 伴 い 低 下 す る 。  

  

３  ト リ プ シ ン は 、 胃 か ら 分 泌 さ れ る 消 化 酵 素 で あ り 、 で ん ぷ

ん を デ キ ス ト リ ン に 分 解 す る 。  

 

４  グ ル カ ゴ ン は 、 血 糖 値 の 低 下 に 伴 っ て 膵 臓 か ら 分 泌 さ れ る

ホ ル モ ン で あ り 、 肝 臓 の グ リ コ ー ゲ ン の 分 解 を 促 進 し 、 血 糖

値 を 上 昇 さ せ る 。  

 

５  「 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 」 の 20 2 0 年 版 に お け る 1 8 歳 以 上 の

ナ ト リ ウ ム （ 食 塩 相 当 量 ） の 摂 取 の 目 標 量 は 、 男 女 と も に

20 1 5 年 版 に 比 べ て 低 い 値 が 設 定 さ れ て い る 。  

 

 

問 ２  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

             

１  干 し 昆 布 の 表 面 に 付 着 す る 白 色 粉 末 は 、 エ イ コ サ ペ ン タ エ

ン 酸 （ Ｅ Ｐ Ａ ） や ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （ Ｄ Ｈ Ａ ） な ど の 多 価

不 飽 和 脂 肪 酸 の 結 晶 で あ り 、 洗 い 落 と す と 風 味 が 低 下 す る 。  

 

２  で ん ぷ ん の 割 合 に よ る 米 の 分 類 に お い て 、 う る ち 米 は ア ミ ロ

ー ス と ア ミ ロ ペ ク チ ン の 割 合 が ２ ： ８ 程 度 で あ り 、 も ち 米 は ア

ミ ロ ペ ク チ ン が 10 0％ で あ る 。  

 

３  魚 の 生 臭 さ の 原 因 の 一 つ は 、 魚 に 含 ま れ る ト リ メ チ ル ア ミ ン

オ キ シ ド が 、 微 生 物 の 働 き で ト リ メ チ ル ア ミ ン に 変 化 す る こ と

に よ る 。  

                        

４  鶏 卵 は 、 ビ タ ミ ン Ｃ を 含 む ほ ぼ 全 て の 栄 養 素 を 含 む 食 品 で

あ り 、 卵 黄 の 色 が 濃 い ほ ど 栄 養 価 が 高 い 。  

 

５  栄 養 機 能 食 品 は 、 消 費 者 庁 に よ る 個 別 の 審 査 及 び 許 可 を 受 け

て 、 そ の 摂 取 に よ り 、 特 定 の 保 健 の 目 的 が 期 待 で き る 旨 の 表 示

が で き る 食 品 で あ る 。  

 

 

 



                    5 

問 ３  次 の 記 述 と 最 も 関 係 の あ る 語 句 を 下 欄 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  カ ル シ ウ ム と 結 合 し て 骨 や 歯 に 含 ま れ る ほ か 、 核 酸 や 高 エ

ネ ル ギ ー 化 合 物 （ エ ネ ル ギ ー 代 謝 に 関 与 す る 化 合 物 ） の 構 成

成 分 と な る 。  

 

 ２  コ バ ル ト を 含 有 し 、 葉 酸 の 代 謝 に 関 与 す る 。 こ の 物 質 の 不

足 が 原 因 で 発 症 し た 貧 血 を 悪 性 貧 血 と い う 。  

 

 ３  体 内 で は 、 そ の 約 98％ が 陽 イ オ ン と し て 細 胞 内 液 に 存 在 し 、

体 液 の 浸 透 圧 の 維 持 や 神 経 伝 達 、 筋 肉 の 収 縮 に 関 与 し て い る 。  

 

 ４  緑 黄 色 野 菜 や 納 豆 に 多 く 含 ま れ 、 血 液 凝 固 因 子 の 合 成 に 必

要 で あ る 。  

    

 ５  肝 油 や 魚 介 類 、 キ ノ コ 類 に 多 く 含 ま れ 、 不 足 す る と く る 病

や 骨 軟 化 症 を 発 症 す る こ と が あ る 。  

 

 下 欄  

 

   

 

 

 

 

問 ４  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  揚 げ 物 は 、 液 状 油 脂 の 対 流 に よ り 食 品 を 加 熱 す る 湿 式 加 熱

の 一 種 で あ り 、 高 温 で 加 熱 す る た め 、 煮 る や ゆ で る と い っ た

加 熱 調 理 操 作 に 比 べ て 、 栄 養 成 分 の 損 失 が 大 き い 。  

  

２  砂 糖 は 、 水 と の 親 和 性 が 高 く 、 食 品 の 水 分 活 性 を 低 下 さ せ

る こ と で 食 品 中 の 微 生 物 の 発 育 を 抑 え る 作 用 が あ り 、 砂 糖 漬

け や ジ ャ ム な ど は こ の 作 用 を 利 用 し て い る 。  

 

３  ブ ラ ン チ ン グ と は 、 野 菜 等 に 熱 湯 や 蒸 気 な ど を 用 い て 、 ご く

短 時 間 の 加 熱 処 理 を 行 う こ と で あ り 、 酵 素 が 失 活 す る こ と で 、

食 品 本 来 の 色 の 保 持 に 寄 与 す る 。  

 

４  た ん ぱ く 質 の 一 つ で あ る コ ラ ー ゲ ン を 多 く 含 む 魚 等 の 煮 汁 が

冷 え て 固 ま っ た も の を 、 煮 こ ご り と い う 。  

                    

５  み そ や し ょ う ゆ な ど の 色 素 形 成 に 関 与 す る ア ミ ノ カ ル ボ ニ

ル 反 応 は 、 酸 化 酵 素 が 関 わ る 反 応 で あ る た め 、 酸 素 を 遮 断 し

た り 、 酵 素 の 働 き を 抑 え る こ と で 、 褐 変 を 防 ぐ こ と が で き る 。  

１  ビ タ ミ ン Ｄ   ２  ビ タ ミ ン Ｋ    ３  リ ン  

 

４  カ リ ウ ム    ５  ビ タ ミ ン Ｂ 1 2  
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１  ク ロ ロ フ ィ ル 色 素  

２  食 物 繊 維 総 量  

３  β カ ロ テ ン 当 量  

１  磁 力 線  

２  マ イ ク ロ 波  

３  ガ ス  

１  ア ン ト シ ア ニ ン  

２  ミ オ グ ロ ビ ン  

３  ア ス タ キ サ ン チ ン  

１  0 . 1  ％  

２  １  ％  

３  ３  ％  

１  チ ャ コ ニ ン  

２  ヤ ラ ピ ン  

３  グ ル コ マ ン ナ ン  

問 ５  次 の 記 述 の   の 中 か ら 最 も 適 切 な 語 句 を 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 

 １  「 日 本 食 品 標 準 成 分 表 20 2 0 年 版 （ 八 訂 ）」 の 取 扱 い で は 、  

  緑 黄 色 野 菜 と は 、 原 則 と し て 、 可 食 部 10 0ｇ 当 た り 、  

 

 

             が 6 0 0μ ｇ 以 上 の も の を い う 。  

 

 

 

 

 ２  生 の さ つ ま い も の 切 り 口 か ら 出 る 乳 液 に は 、 樹 脂 配 糖 体 で  

 

 

あ る             が 含 ま れ る 。  

 

 

 

 

 

 ３  Ｉ Ｈ 調 理 器 は 、           を 利 用 し て 食 品 を  

   

 

  加 熱 す る 調 理 器 具 で あ る 。  

 

 

 

 ４  エ ビ や カ ニ を ゆ で た と き に 赤 く な る 理 由 の 一 つ は 、 殻 に  

 

 

含 ま れ る               が 、 加 熱 に よ り 変 化  

 

 

す る た め で あ る 。  

 

 

 

 ５  酒 類 と は 、 酒 税 法 に よ り ア ル コ ー ル 分 を  

 

  以 上 含 む 飲 料 を 指 す 。  
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［ふぐに関する知識］  
 

注 意 ： 問 題 中 の ふ ぐ の 名 称 は 、 標 準 和 名 で 記 載 し て い ま す 。  

 

問 １  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  ふ ぐ 毒 の 毒 量 の 単 位 は 、 Ｍ Ｕ （ マ ウ ス ユ ニ ッ ト ） を 用 い て

お り 、 １ Ｍ Ｕ は 体 重 20ｇ の マ ウ ス １ 匹 を 30  分 で 死 亡 さ せ る 毒

量 を い う 。  

 

 ２  純 粋 に 取 り 出 し た ふ ぐ 毒 （ テ ト ロ ド ト キ シ ン ） の 結 晶 は 、

無 色 の 針 状 で 、 刺 激 臭 を 有 す る 。  

 

 ３  ふ ぐ 毒 は 、 組 織 の 膜 を 透 過 し な い た め 、 卵 巣 や 肝 臓 の ふ ぐ

毒 が 、 ふ ぐ の 体 内 で 筋 肉 に 移 行 す る こ と は な い 。  

 

 ４  短 時 間 で 自 覚 で き る ふ ぐ 毒 の 中 毒 症 状 に は 、 口 唇 や 指 先 の

し び れ が あ る が 、 頭 痛 や 嘔 吐 を 伴 う こ と は な い 。  

 

 ５  ふ ぐ に よ る 食 中 毒 は 、 平 成 15 年 か ら 令 和 ３ 年 ま で 毎 年 全 国

で 10 件 以 上 発 生 し て お り 、 そ の 全 て の 年 に お い て 、 発 生 数 の

50％ 以 上 が 家 庭 で 発 生 し て い る 。  

 

 

問 ２  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

１  ふ ぐ の ひ れ は 、 胸 び れ 左 右 各 １ 枚 、 背 び れ 、 尻 び れ 、 尾 び

れ の 計 ５ 枚 で あ り 、 腹 び れ は な い 。  

  

２  ふ ぐ の 卵 巣 は 、 俗 に 「 ま こ 」 と 呼 ば れ 、 一 般 的 に は 成 熟 度

合 い が 増 す に つ れ て 肥 大 し 、 毒 量 が 増 大 す る 。  

   

 ３  フ グ 科 の ふ ぐ は 、 上 下 そ れ ぞ れ の 顎 の 骨 に 癒 合 し た 、 計 ２

枚 の 歯 板 を 持 つ 。  

 

４  未 成 熟 期 の ふ ぐ の 精 巣 は 、 指 で つ ま む と 組 織 が 固 く コ リ コ リ

し 、 断 面 は 平 滑 で 空 洞 が な い 。  

                  

５  精 巣 と 卵 巣 を 持 つ 雌 雄 同 体 （ 両 性 ） の ト ラ フ グ を 処 理 す る

場 合 、 精 巣 と 卵 巣 を 確 実 に 分 離 す れ ば 、 精 巣 部 分 は 可 食 部 位

と し て 取 り 扱 う 。  

 

                                                                                                                             

  



                    8 

問 ３  次 の 文 章 は 、 ふ ぐ の 特 徴 に つ い て 記 述 し た も の で す 。 該 当

す る ふ ぐ の 種 類 を 下 欄 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な

さ い 。  

 

 １  全 長 1 5 c m 以 下 の 小 型 種 。 体 色 は 、 背 面 が 深 緑 色 で 、 腹 面 は

白 い 。 体 の 側 面 か ら 背 面 に は 白 い 小 さ な 斑 点 が 散 在 す る 。 背

面 と 腹 面 に 小 棘 （ と げ ） が あ る 。  

 

 ２  体 色 は 、 背 面 が 淡 い 暗 緑 色 で 、 模 様 や 斑 紋 は な い 。 体 側 は

金 色 又 は 銀 色 光 沢 が あ り 、 腹 面 は 白 い 。 体 の 背 面 及 び 腹 面 に

小 棘 （ と げ ） が あ る が 、 背 面 の 小 棘 （ と げ ） は 背 び れ ま で 達

し な い 。 尾 び れ の 中 央 部 は 突 出 す る 。  

 

 ３  体 色 は 、 背 面 が 褐 色 で 、 腹 面 は 白 く 、 尻 び れ は 淡 黄 色 。 背

面 に ほ ぼ 円 形 の 小 白 点 が 不 規 則 に 散 在 す る 。 背 面 と 腹 面 に 小

棘 （ と げ ） が あ る 。  

 

 ４  体 色 は 、 背 面 が 黒 褐 色 で 、 腹 面 は 白 い 。 幼 魚 で は 背 面 に 白

い 斑 点 が あ る が 、 成 長 に 従 い 不 明 瞭 と な る 。 胸 び れ の す ぐ 後

ろ に 大 き な 黒 い 斑 紋 が あ る が 、 白 い 縁 取 り は な い 。 背 面 と 腹

面 に 小 棘 （ と げ ） は な く 、 な め ら か で あ る 。  

 

 ５  体 色 は 、 背 面 が 茶 褐 色 で 、 尻 び れ は 黄 色 。 胸 び れ の 後 方

（ 基 部 ） と 背 び れ の 基 部 に 黒 い 斑 紋 が あ り 、 白 い 縁 取 り が あ

る が 不 明 瞭 な こ と が あ る 。 背 面 と 腹 面 に 小 棘 （ と げ ） が あ る 。  

 

 

 下 欄  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  メ フ グ      ２  ク ロ サ バ フ グ  

 

３  マ フ グ      ４  コ モ ン フ グ     

 

５  ク サ フ グ  
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問 ４  次 の 記 述 の う ち 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に

は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

 １  コ モ ン フ グ と コ モ ン ダ マ シ は 形 態 が 似 て い る が 、 腹 部 の 小

棘 （ と げ ） の 有 無 や 、 尻 び れ の 色 が 異 な る こ と で 判 別 で き る 。  

 

 ２  ふ ぐ を 原 材 料 と す る ふ ぐ 加 工 品 の 表 示 に お い て 、 原 料 ふ ぐ

の 種 類 は 、 地 方 名 の 記 載 の み で ふ ぐ の 種 類 が 特 定 で き る 場 合 、

標 準 和 名 は 省 略 で き る 。  

 

 ３  輸 入 す る ふ ぐ の 形 態 は 、 種 類 の 鑑 別 を 容 易 に す る た め 、 処

理 を 行 わ な い も の 又 は 単 に 内 臓 の み を す べ て 除 去 し た も の に

限 ら れ て い る 。  

 

 ４  筋 肉 に 毒 性 が な い ふ ぐ に 限 り 、 一 般 消 費 者 に 対 し て 未 処 理

で 販 売 す る こ と が で き る 。  

 

 ５  特 定 の 海 域 で 漁 獲 さ れ た シ ロ サ バ フ グ の 肝 臓 は 、 無 毒 で あ

る も の と し て 、 例 外 的 に 流 通 が 認 め ら れ て い る 。  

 

 

問 ５  次 の 表 中 の １ ～ ５ に つ い て 、 我 が 国 に お い て 、 可 食 と 認 め

ら れ て い る 部 位 は １ を 、 可 食 と 認 め ら れ て い な い 部 位 は ２ を

選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

 

種  類  
部   位  

筋   肉  皮  精   巣  

カ ラ ス  可 食  １  可 食  

サ ン サ イ フ グ  可 食  不 可 食  ２  

シ ョ ウ サ イ フ グ  可 食  ３  可 食  

シ ロ サ バ フ グ  可 食  ４  可 食  

ヒ ガ ン フ グ  可 食  不 可 食  ５  

注 １ ： 筋 肉 に は 骨 を 、 皮 に は ひ れ を 含 む 。  

注 ２ ： 全 て 日 本 の 沿 岸 域 、 日 本 海 、 渤
ぼ っ

海 、 黄 海 及 び  

東 シ ナ 海 で 漁 獲 さ れ る ふ ぐ に 限 る 。  

た だ し 、 ヒ ガ ン フ グ は 相 模 湾 で 漁 獲 さ れ た も の  

と す る 。  

   注 ３ ： 両 性 ふ ぐ は 含 ま れ な い も の と す る 。  
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[衛  生  法  規 ] 
 

問 １  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 に 規 定 さ れ て い る 事

項 と し て 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選

び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

  

 １  ふ ぐ 営 業 を 行 お う と す る 者 及 び 業 と し て ふ ぐ 加 工 製 品 の 調

理 や 加 工 を 行 お う と す る 者 は 、 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 申 請 書

を 提 出 し 、 知 事 の 認 証 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

  

 ２  こ の 条 例 で ふ ぐ 加 工 製 品 と は 、 ふ ぐ の 処 理 が さ れ た も の を

調 理 又 は 加 工 し た も の で あ っ て 、 容 器 包 装 に 入 れ た も の を い

う 。  

 

 ３  ふ ぐ 包 丁 師 以 外 の 者 で あ っ て も 、 ふ ぐ 包 丁 師 の 立 会 い の 下

で そ の 指 示 が あ れ ば 、 場 所 に 関 係 な く 、 ふ ぐ の 取 扱 い に 従 事

す る こ と が で き る 。  

  

 ４  営 業 者 は 、 自 ら ふ ぐ 包 丁 師 で あ っ て ふ ぐ の 取 扱 い に 従 事 す

る 場 合 は 、 別 に 専 属 の ふ ぐ 包 丁 師 を 置 く 必 要 は な い 。  

 

 ５  ふ ぐ 包 丁 師 は 、 免 許 証 を 他 人 に 譲 渡 す る こ と は で き な い が 、

貸 与 す る こ と は で き る 。  

 

問 ２  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 又 は 規 定

に 基 づ く 取 扱 い と し て 、 正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の

に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。  

   

 １  「 ふ ぐ の 唐 揚 げ 材 料 （ 鮮 魚 に 該 当 す る も の ）」 を 販 売 す る 場

合 、 ふ ぐ 営 業 の 認 証 や ふ ぐ 加 工 製 品 の 取 扱 い 等 の 届 出 は 不 要

で あ る 。  

  

 ２  「 ふ ぐ の 煮 物 」 を 販 売 す る 場 合 、 ふ ぐ 加 工 製 品 の 取 扱 い 等

の 届 出 が 必 要 で あ る 。  

  

 ３  ふ ぐ 営 業 を 行 う 者 が 、 ふ ぐ 営 業 の 認 証 を 受 け た 施 設 で ふ ぐ

加 工 製 品 を 販 売 す る 場 合 、 ふ ぐ 加 工 製 品 の 取 扱 い 等 の 届 出 は

不 要 で あ る 。  

 

 ４  ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 が 取 り 扱 う ふ ぐ 加 工 製 品 の う ち 、 精 巣

に つ い て は 、 精 巣 で あ る 旨 が 表 示 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。  

  

 ５  ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 者 が 保 存 し な け れ ば な ら な い ふ ぐ 加 工 製

品 に 係 る 記 録 の 保 存 期 間 は 、 調 理 や 販 売 等 を 行 っ た 日 か ら 一

年 間 と 定 め ら れ て い る 。  
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問 ３  次 の う ち 、「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈

川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 、

ふ ぐ 営 業 に 係 る 認 証 書 の 書 換 え 又 は 再 交 付 申 請 に つ い て 、 正

し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号

を マ ー ク し な さ い 。  

  

１  専 属 の ふ ぐ 包 丁 師 の 氏 名 は 、 ふ ぐ 営 業 認 証 書 の 記 載 事 項 で

あ る た め 、 変 更 が あ っ た 場 合 は 、 ふ ぐ 営 業 認 証 書 の 書 換 え が

必 要 で あ る 。  

   

２  毒 物 の 処 分 方 法 は 、 ふ ぐ 営 業 認 証 書 に 記 載 さ れ て い な い が 、

ふ ぐ 営 業 認 証 の 申 請 時 に 必 要 な 項 目 の 一 つ で あ る た め 、 変 更

が あ っ た 場 合 は 、 ふ ぐ 営 業 認 証 書 の 書 換 え が 必 要 で あ る 。  

 

３  損 傷 に よ る 再 交 付 を 申 請 す る 場 合 、 必 要 書 類 に 加 え 、 当 該

認 証 書 を 併 せ て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

    

 ４  書 換 え に 係 る 申 請 書 は 、 当 該 書 換 え の 申 請 の 理 由 と な る 事

実 が 発 生 し た 日 か ら 30 日 以 内 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

    

５  認 証 書 を 亡 失 し た 者 が 、 認 証 書 の 再 交 付 を 受 け た 後 、 失 っ

た 認 証 書 を 発 見 し た と き は 、 速 や か に 当 該 認 証 書 を 破 棄 し 、

そ の 旨 を 保 健 福 祉 事 務 所 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 

問 ４  「 神 奈 川 県 ふ ぐ 取 扱 い 及 び 販 売 条 例 」 及 び 「 神 奈 川 県 ふ ぐ

取 扱 い 及 び 販 売 条 例 施 行 規 則 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、

正 し い も の に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号

を マ ー ク し な さ い 。  

   

 １  試 験 の 合 格 者 に は 、 合 格 証 書 と 併 せ て ふ ぐ 包 丁 師 免 許 証 が

交 付 さ れ る た め 、 神 奈 川 県 の 試 験 に 合 格 し た 者 が ふ ぐ の 処 理

を 行 う 場 合 、 別 途 ふ ぐ 包 丁 師 免 許 証 の 申 請 を 行 う 必 要 は な い 。  

  

 ２  有 毒 部 位 は 、 処 分 を 委 託 す る 業 者 と 、 個 別 に 契 約 を 結 ん で

い れ ば 、 鍵 の 掛 か る 完 全 な 専 用 容 器 に 収 容 す る 必 要 は な い 。  

 

 ３  業 と し て ふ ぐ 加 工 製 品 を 食 品 と し て 販 売 し よ う と す る 者 は 、

ふ ぐ 加 工 製 品 取 扱 等 届 に 、 施 設 で 取 得 し て い る 営 業 許 可 証 を

添 え て 、 保 健 福 祉 事 務 所 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 

 ４  ふ ぐ 包 丁 師 は 、 飲 食 店 に 従 事 す る 場 合 、 ふ ぐ 包 丁 師 免 許 証

を 客 の 見 や す い 場 所 に 掲 示 し な け れ ば な ら な い 。  

   

 ５  知 事 は 、 公 衆 衛 生 上 の 見 地 か ら 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

ふ ぐ 営 業 の 認 証 を 受 け た 施 設 に 当 該 職 員 を 立 ち 入 ら せ 、 監 督

上 必 要 な 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。  
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問 ５  「 食 品 衛 生 法 」 に 規 定 さ れ て い る 事 項 と し て 、 正 し い も の

に は １ を 、 誤 っ て い る も の に は ２ を 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し

な さ い 。  

                   

 １  こ の 法 律 は 、 食 品 の 安 全 性 の 確 保 に 関 し 、 施 策 の 策 定 に 係

る 基 本 的 な 方 針 を 定 め る こ と に よ り 、 食 品 の 安 全 性 の 確 保 に

関 す る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

２  こ の 法 律 で 食 品 衛 生 と は 、 食 品 、 添 加 物 、 器 具 及 び 容 器 包 装

を 対 象 と す る 飲 食 に 関 す る 衛 生 を い う 。  

 

３  都 道 府 県 知 事 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 職 員 に 、

試 験 に 必 要 な 量 と は 関 係 な く 、 店 舗 に あ る 在 庫 の 全 て に つ い て 、

営 業 上 使 用 す る 食 品 を 無 償 で 収 去 さ せ る こ と が で き る 。  

 

４  製 造 又 は 加 工 の 過 程 に お い て 特 に 衛 生 上 の 考 慮 を 必 要 と す る

食 品 又 は 添 加 物 で あ っ て 政 令 で 定 め る も の の 製 造 又 は 加 工 を 行

う 営 業 者 は 、 そ の 施 設 ご と に 、 専 任 の 食 品 衛 生 管 理 者 を 置 か な

け れ ば な ら な い 。  

 

 ５  営 業 者 が 、 食 品 の 加 工 基 準 や 成 分 規 格 に 違 反 す る お そ れ が

あ り 、 販 売 し た 食 品 を 回 収 す る と き は 、 別 に 定 め ら れ た 規 定

に 該 当 す る 場 合 を 除 き 、 遅 滞 な く 、 回 収 に 着 手 し た 旨 及 び 回

収 の 状 況 を 都 道 府 県 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  


